
　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
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範
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事
故
事
例
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
（
上
）
と
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
連
事
業

周
年
記
念
誌

石母田代表取締役

　

今
年
度
の
事
業
方
針

を
教
え
て
ほ
し
い
。

　
「
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
連
事
業
が
設

立
に
至
っ
た
最
初
の
方
針
、

原
点
に
返
る
と
い
う
と
こ
ろ

を
進
め
て
い
き
た
い
。
基
本

に
き
ち
ん
と
立
ち
返
っ
て
会

員
の
皆
さ
ま
に
よ
り
良
い
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
安
心
、

安
全
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
い

う
の
が
第
一
だ
」

　
「
な
ぜ
旅
連
事
業
が
で
き

た
の
か
と
い
う
と
、
各
旅
館

の
会
員
の
皆
さ
ま
の
リ
ス
ク

管
理
、
経
営
リ
ス
ク
の
低
減

が
一
番
の
目
的
だ
。
旅
連
事

業
が
設
立
さ
れ
た

年
前
と

い
う
の
は
経
営
リ
ス
ク
を
保

険
で
カ
バ
ー
す
る
と
い
っ
た

意
識
が
あ
ま
り
高
く
な
か
っ

た
が
、
き
ち
ん
と
保
険
で
リ

ス
ク
を
カ
バ
ー
し
よ
う
と
い

う
こ
と
で
始
ま
っ
た
。
そ
れ

と
同
時
に
、
当
時
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ

の
ク
ー
ポ
ン
を
買
っ
て
く
れ

た
お
客
さ
ま
に
は
『
ク
ー
ポ

ン
で
泊
ま
る
宿
に
は
賠
償
責

任
保
険
が
つ
い
て
い
ま
す

よ
』
と
お
伝
え
し
て
い
た
」

　

今
年
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
連

事
業
の
設
立

周
年
を
記
念

し
て
、
「
事
故
事
例
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
」
と
い
う
冊
子
を
作

っ
た
。

　
「
事
故
事
例
を
当
社
が
ま

と
め
て
各
施
設
に
配
布
す
る

こ
と
で
、
他
の
施
設
で
ど
ん

な
事
故
が
起
き
て
い
る
の
か

を
把
握
し
て
、
リ
ス
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
一
助
に
し
て
も

ら
お
う
と
考
え
た
。例
え
ば
、

風
呂
場
で
滑
っ
て
頭
を
打
っ

て
大
け
が
を
し
た
事
例
が
あ

れ
ば
、
そ
の
情
報
を
会
員
施

設
に
発
信
す
る
だ
け
で
な

く
、
滑
り
や
す
い
と
こ
ろ
に

は
マ
ッ
ト
を
敷
い
た
方
が
い

い
と
提
案
す
る
の
も
当
社
の

果
た
す
役
割
だ
」

　

事
業
方
針
の
二
つ
目

は
。

　
「
旅
ホ
連
保
険
で
事
故
防

止
に
努
め
て
、
会
員
の
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
寄
与

し
、
そ
れ
を
元
に
安
心
な
旅

館
・
ホ
テ
ル
と
い
う
信
頼
に

よ
っ
て
宿
泊
増
売
を
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
す
る
こ
と
だ
」

　
「
加
え
て
、
決
済
手
数
料

の
低
減
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

た
い
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

を
使
う
人
が
増
え
て
い
る
。

よ
り
多
く
の
旅
ホ
連
の
会
員

に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済

が
で
き
る
端
末
を
貸
与
し

て
、
個
々
の
施
設
で
直
接
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
加
盟
す

る
よ
り
も
安
い
手
数
料
で
決

済
で
き
る
仕
組
み
を
推
進
し

て
い
く
」

　

最
近
、
目
立
つ
事
故

は
何
か
。

　
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
増

加
で
ト
コ
ジ
ラ
ミ
の
相
談
案

件
が
増
え
て
い
る
。
口
コ
ミ

で
『
あ
の
宿
で
南
京
虫
に
刺

さ
れ
た
』
と
う
わ
さ
に
な
っ

て
し
ま
う
と
旅
館
・
ホ
テ
ル

の
評
判
が
落
ち
て
し
ま
い
大

問
題
と
な
る
。
今
ま
で
の

『
ト
コ
ジ
ラ
ミ
駆
除
特
約
』

は
、
基
本
保
険
と
感
染
症
の

駆
除
と
ト
コ
ジ
ラ
ミ
と
の
三

つ
セ
ッ
ト
で
な
け
れ
ば
入
れ

な
か
っ
た
が
、
今
年
は
ト
コ

ジ
ラ
ミ
の
駆
除
に
関
し
て
加

入
要
件
を
少
し
緩
和
し
て
、

入
り
や
す
い
形
に
す
る
。
ト

コ
ジ
ラ
ミ
は
、
旅
館
・
ホ
テ

ル
側
が
ど
う
予
防
し
て
も
持

ち
込
ま
れ
て
し
ま
っ
て
は
駆

除
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
ま

さ
に
保
険
が
ぴ
っ
た
り
く
る

も
の
だ
。
低
廉
な
費
用
で
ま

ず
は
保
険
に
入
っ
て
い
た
だ

い
て
、
そ
の
代
わ
り
そ
う
し

た
事
例
が
発
生
し
た
ら
専
門

業
者
の
手
で
し
っ
か
り
駆
除

す
る
の
が
一
番
い
い
対
応
な

の
で
は
な
い
か
」

　

４
月
に
就
任
し
た
ば

か
り
。
抱
負
、
意
気
込
み
を

聞
き
た
い
。

　
「
私
は
今
年
で
入
社

年

に
な
る
の
だ
が
、
そ
の
う
ち

ほ
と
ん
ど
を
教
育
旅
行
の
仕

事
に
従
事
し
て
き
た
。
そ
の

中
で
一
番
お
世
話
に
な
っ
た

の
は
や
は
り
旅
館
・
ホ
テ
ル

の
皆
さ
ん
だ
。
そ
の
皆
さ
ん

に
ご
恩
返
し
を
す
る
気
持
ち

で
、
保
険
会
社
に
出
向
し
て

い
た
今
ま
で
の
知
見
も
生
か

し
な
が
ら
こ
れ
か
ら
仕
事
に

取
り
組
み
た
い
。
保
険
だ
け

で
な
く
、
少
し
で
も
会
員
の

皆
さ
ま
の
お
役
に
立
て
る
よ

う
な
こ
と
を
ご
提
案
し
て
い

き
た
い
」

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
連
事
業
は
、
旅
館

・
ホ
テ
ル
の
日
常
業
務
で
起
こ

り
や
す
い
施
設
事
故
、
生
産
物

事
故
、
受
託
物
事
故
を
総
合
的

に
補
償
す
る
「
旅
館
ホ
テ
ル
ワ

イ
ド
保
険
」と
、宿
泊
客
の
過
失

に
よ
る
破
損
事
故
を
補
償
す
る

「
宿
泊
客
個
人
賠
償
責
任
保
険
」

を
基
本
に
旅
ホ
連
会
員
専
用
の

施
設
賠
償
責
任
保
険
を
展
開
。

過
去
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
故
事
例

か
ら
、
こ
れ
ら
の
保
険
で
は
カ

バ
ー
さ
れ
な
い
被
害
を
補
償
す

る
補
完
保
険
８
種
と
、
さ
ら
に

よ
り
広
い
カ
バ
ー
範
囲
を
提
供

す
る
特
約
も
開
発
し
て
い
る
。

　
今
年
度
（
２
０
１
７
保
険
年

度
）
は
、
補
完
保
険
の
利
益
補

償
保
険
の
対
象
と
な
る
事
故
の

範
囲
を
拡
大
し
、
電
気
的
・
機

械
的
事
故
全
般
と
し
た
。
従
来

は
入
浴
施
設
、
空
調
施
設
の
電

気
的
・
機
械
的
事
故
の
み
が
対

象
で
あ
っ
た
。

　
支
払
保
険
金
額
に
つ
い
て

は
、
昨
年
度
（
２
０
１
６
保
険

年
度
）
の
事
故
件
数
と
支
払
保

険
金
額
を
み
る
と
、
件
数
は
４

１
５
０
件（
対
前
年

・
４
％
）、

支
払
保
険
金
額
は
５
億
５
４
６

９
万
円
（
対
前
年

・
５
％
）

で
、
前
年
度
（
２
０
１
５
保
険

年
度
）
に
比
べ
、
事
故
件
数
は

や
や
減
少
、
支
払
保
険
金
額
は

大
幅
に
減
少
し
、
過
去

年
間

の
平
均
レ
ベ
ル（
６
～
７
億
円
）

と
な
っ
た
。
こ
の
結
果
、
１
件

当
た
り
の
支
払
金
額
は
４
分
の

３
に
減
っ
た
。
事
故
種
別
に
件

数
を
み
る
と
、
宿
泊
客
個
人
賠

償
責
任
保
険
が
全
体
の
５
割
近

く
を
占
め
例
年
同
様
に
最
も
多

い
。
支
払
保
険
金
で
は
、
例
年

同
様
に
施
設
管
理
事
故
が
全
体

の
３
割
近
く
を
占
め
た
が
、
対

前
年

・
７
％
の
１
億
６
５
５

７
万
円
に
と
ど
ま
っ
た
。ま
た
、

前
年
度
は
全
体
の

・
７
％
を

占
め
る
１
億
２
５
５
５
万
円
の

支
払
い
が
あ
っ
た
業
務
遂
行
事

故
は
、例
年
並
み
の
７
・
２
％
、

４
０
０
１
万
円
と
な
っ
た
。

　
施
設
事
故
は
業
務
遂
行
に
伴

う
事
故
と
施
設
管
理
に
起
因
す

る
事
故
に
区
分
さ
れ
、
２
０
１

６
保
険
年
度
は
業
務
遂
行
事
故

が
お
よ
そ
３
０
０
件
、
４
千
万

円
、
施
設
管
理
事
故
は
お
よ
そ

５
０
０
件
と
例
年
同
様
の
数
値

と
な
っ
た
が
、
施
設
管
理
事
故

の
支
払
保
険
金
額
は
例
年
の
１

億
円
前
後
に
収
ま
ら
ず
、
前
年

度
を
下
回
っ
た
も
の
の
、
１
億

５
千
万
円
超
と
な
っ
た
。

　
駐
車
場
関
連
の
事
故
は
、
受

託
物
事
故
の
駐
車
場
事
故
と
駐

車
場
保
険
の
対
象
と
な
る
事
故

の
合
算
で
み
る
こ
と
に
な
り
、

事
故
件
数
、
支
払
保
険
金
額
と

も
に
漸
減
傾
向
と
な
っ
て
い
る

が
、
全
体
と
し
て
は
件
数
、
金

額
と
も
に
上
位
を
占
め
て
い

る
。

　
事
故
内
容
を
み
る
と
、
従
業

員
に
よ
る
運
転
ミ
ス
が
事
故
の

大
半
を
占
め
る
。
ま
た
、
最
近

で
は
従
業
員
の
誘
導
ミ
ス
に
よ

る
損
傷
が
頻
繁
に
発
生
し
て
い

る
。
同
社
で
は
「
忙
し
い
時
ほ

ど
基
本
に
戻
っ
て
忠
実
に
。
大

切
な
お
預
か
り
物
と
の
認
識
で

ケ
ア
レ
ス
ミ
ス
を
な
く
し
て
ほ

し
い
」
と
、
注
意
を
呼
び
掛
け

て
い
る
。

　
な
お
、
駐
車
場
で
の
自
動
車

の
盗
難
・
損
傷
事
故
は
旅
館
ホ

テ
ル
ワ
イ
ド
保
険
の
受
託
物

（
駐
車
場
事
故
）
で
補
償
さ
れ

る
。
契
約
タ
イ
プ
に
よ
り
、
１

事
故
当
た
り

～
１
０
０
万
円

の
補
償
が
あ
る
。
こ
れ
を
超
え

る
補
償
は
補
完
保
険
の
駐
車
場

保
険
で
す
る
こ
と
と
な
る
。

　
近
年
は
自
動
車
の
高
級
化
、

代
車
使
用
な
ど
で
、
旅
館
ホ
テ

ル
ワ
イ
ド
保
険
で
は
補
償
し
き

れ
な
い
事
故
も
多
く
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ

旅
連
事
業
で
は
、
こ
れ
ら
を
補

完
す
る
駐
車
場
保
険
の
加
入
を

勧
め
て
い
る
。

　
食
中
毒
は
、
利
用
客
に
食
事

を
提
供
す
る
旅
館
・
ホ
テ
ル
に

と
っ
て
も
大
き
な
リ
ス
ク
と
言

え
る
。

　
昨
年
度
は
食
中
毒
事
故
で
１

３
５
件（
対
前
年

・
４
％
）、

４
１
２
８
万
円
（
対
前
年
１
５

１
・
３
％
）
と
件
数
減
、
支
払

額
増
と
な
っ
て
い
る
。
食
中
毒

事
故
は
一
度
起
き
る
と
被
害
者

へ
の
損
害
賠
償
だ
け
で
な
く
、

信
頼
と
売
り
上
げ
の
回
復
ま
で

多
大
な
時
間
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

費
用
が
必
要
と
な
る
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
保
険
で
は
食

中
毒
事
故
が
起
き
た
際
の
補
償

も
充
実
し
て
い
る
。
利
用
客
へ

の
損
害
賠
償
関
係
は
旅
館
ホ
テ

ル
ワ
イ
ド
保
険
が
補
償
す
る
。

ま
た
、
被
災
者
対
応
や
お
詫
び

広
告
な
ど
に
関
わ
る
各
種
費
用

に
つ
い
て
は
災
害
時
被
災
者
対

応
保
険
、
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
営

業
損
失
に
関
し
て
は
食
中
毒
・

特
定
感
染
症
休
業
補
償
保
険
で

補
償
す
る
。

　
数
年
増
加
傾
向
に
あ
る
ノ
ロ

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
の
場

合
に
は
、
旅
館
ホ
テ
ル
ワ
イ
ド

保
険
の
「
初
期
対
応
費
用
」
で

見
舞
金
の
対
象
と
な
り
、
さ
ら

に
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
と
特
定
感
染

症
（
１
、２
、３
類
）
発
生
時
の

消
毒
費
用
を
補
償
す
る
「
施
設

消
毒
費
用
担
保
特
約
」
の
加
入

も
薦
め
て
い
る
。

　
会
員
の
強
い
要
望
に
よ
り
発

売
し
た
「
ト
コ
ジ
ラ
ミ
駆
除
費

用
保
険
」
に
つ
い
て
は
、
昨
年

度
の
支
払
い
保
険
金
は

件

（
対
前
年
１
１
４
・
９
％
）
で

３
３
６
６
万
円

（
対
前
年
１
２

４
・
７
％
）
と

増
加
傾
向
と
な

っ
て
い
る
。

　
支
払
い
限
度

額
は
１
事
故
３

０
０
万
円
で
、

旅
館
・
ホ
テ
ル

で
の
ト
コ
ジ
ラ

ミ
（
南
京
虫
）

の
発
生
に
よ

り
、
施
設
が
汚

染
さ
れ
た
場
合

の
駆
除
費
用
や

代
替
宿
泊
費
用

が
支
払
わ
れ

る
。
ま
た
、
自

主
的
な
駆
除
、

消
毒
の
保
険
金
は
支
払
わ
れ
な

い
こ
と
も
あ
る
の
で
、
東
京
海

上
日
動
火
災
保
険
の
指
定
業
者

の
利
用
が
原
則
と
な
る
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
連
事
業
で
は
こ
こ

数
年
の
訪
日
外
国
人
の
増
加
に

伴
い
、
特
に
外
国
人
客
受
け
入

れ
の
多
い
施
設
で
は
ト
コ
ジ
ラ

ミ
に
よ
る
事
故
が
多
く
報
告
さ

れ
て
い
る
の
で
加
入
を
勧
め
て

い
る
。

　
事
故
発
生
時
は
、
事
故
受
付

窓
口
と
し
て
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
専

用
の
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
と
専
任

担
当
者
を
設
置
し
、
夜
間
、
休

日
も
初
期
対
応
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
体
制
を
東
京
海
上
日
動
火
災

保
険
で
実
施
し
て
お
り
、
よ
り

安
心
、
安
全
な
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連

保
険
と
し
て
加
入
の
促
進
を
図

っ
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
連
事
業
は
２
０
１

８
年

月
か
ら
の
新
保
険
年
度

か
ら
、
次
の
２
点
の
改
定
を
実

施
し
、
よ
り
加
入
し
や
す
く
補

償
範
囲
の
広
い
商
品
改
定
を
通

し
て
加
入
促
進
を
進
め
る
。
ま

ず
は
、
災
害
時
被
災
者
対
応
保

険
の
ト
コ
ジ
ラ
ミ
駆
除
費
用
担

保
特
約
の
加
入
条
件
の
緩
和

（
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
お
よ
び
特
定

感
染
症
施
設
消
毒
費
用
担
保
特

約
の
付
帯
不
要
）
、
次
に
同
保

険
の
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
お
よ
び
特

定
感
染
症
施
設
消
毒
費
用
担
保

特
約
に
つ
い
て
は
、
従
来
補
償

対
象
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た
レ

ジ
オ
ネ
ラ
症
の
原
因
の
消
毒
費

用
対
象
と
し
、
幅
広
い
安
全
と

安
心
の
提
供
に
資
す
る
。

　
詳
し
く
は
、
７
月
に
配
布
予

定
の
２
０
１
８
保
険
年
度
「
Ｊ

Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
保
険
の
ご
案
内
」

に
掲
載
さ
れ
る
。

　
こ
の
ほ
か
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
連
事
業

で
は
、
全
国
各
支
部
の
宿
泊
増

売
連
絡
会
議
な
ど
で
事
業
の
案

内
と
し
て
「
保
険
説
明
会
」
や

「
保
険
事
故
事
例
勉
強
会
」
な

ど
を
実
施
し
て
い
る
。

　ＪＴＢ旅連事業は、「ＪＴＢ旅ホ連会員の
安心・安全をサポート」「ＪＴＢ旅ホ連の
『宿泊増売』をバックアップ」を基本理念に、
ＪＴＢ旅ホ連保険やクレジットカード一括決
済サービスなどさまざまな事業を展開してい
る。中心となる保険事業にスポットを当てる
と共に、４月に着任した石母田豊代表取締役
に今年度の事業方針などを聞いた。


